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第１章 序論 
 
 
 
1.1 研究の背景 
近年、水田生態系における保全の重要性が指摘され、生き物調査、田んぼの学校等の自
然再生活動が広く行われ、平成 15 年には自然再生推進法が制定された。生態系の保全・再
生の際には、今より良好な状況であった過去の生態系が再生の目標となる 1）。特に、水田生
態系については昭和 30 年代頃までが特に豊かな時代であったとされる 2）。しかし、こうし
た時代の調査記録はほぼない。そこで、本研究では、里地里山の水田水域において人の
生活と関わりが深い魚類に着目して、昭和 30 年代頃の水路網とそこに生息していた魚
類の分布を明らかにする。以上により、今後の魚類の「保全・再生」活動に向けた基礎
データの蓄積をはかる。 
 
 
 
 
 
1.2 調査手法の検討及び目的 
 過去の生物情報を調べる手法として、文献調査、聞き取り調査がある。しかし、本研究
の対象とする昭和 30 年代以前の水田生態系に関する調査記録はないため、当時からその地
に住んでいた地域住民に聞き取りを用い当時の魚類の生息情報等を明らかにする必要があ
る。そこで本研究では、聞き取り調査により昭和 30年代頃の魚類生息情報を明らかにする。 
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1.3 調査対象地の選定 
対象は、宇都宮市北部の多面的機能支払活動に取り組む 17 組織とした(Fig.1)。栃木県で
は平成 19 年度より農地・水・環境保全向上対策（現在は多面的機能支払）で生きもの調査
等の活動を広く行っており、集落内の水域における現在の魚類相を把握していることから
選定した。また各組織の代表者に魚類に詳しい方 5 名程度に集まっていただくようにお願
いした。 
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①SK 農村環境保全会 
②相野沢かしらなし保全会 
③アグリネット西下ヶ橋 
④上田環境サポート 
⑤上田原東組環境保全会 
⑥グリーンコミュニティあしぬま 
⑦逆面エコ・アグリの里 
⑧申内みどりの古里保存会 
⑨下田原エコ・ワークシェアーズ 
⑩下田原南部地域資源保全隊 
⑪白沢保全隊 
⑫宝井クリーン保全隊 
⑬ながみねクリーンエコ倶楽部 
⑭東芦沼環境保全会 
⑮ふるた遊楽環境保全会 
⑯山田川源流の里保全会 
⑰和久自然環境保存会 
（50 音順） 
Fig.1  宇都宮市全体と調査対象地域 
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第２章 調査方法の検討 
2.1 聞き取り調査の課題整理 
本研究では、聞き取り調査により昭和 30 年代の魚類相等を明らかとするが、人を対象と
し、かつ過去を対象として行われる聞き取り調査は通常の魚類採捕調査と異なり、人の記
憶に基づき行われる。そこで、聞き取り調査の課題を把握し、適正な調査手法を構築する
ことが必要となる。通常の魚類採捕調査では、分布（どこに）、魚種名（何が）、生息量（ど
れくらい）を明らかにする。こうした情報を得るに際し、聞き取り調査の課題は、分布で
は当時集落内を流れていた水路が不明である、魚種名では、対象者は魚種を地方名で認識
している可能性があり、分類学的な種との対応関係が不明である。これらについて、どこ
に、どの魚種がいたかについて、どの程度対象者の記憶に残っているか不明である、以上
から、これらの課題への対応策として、分布では昭和 30 年代の空中写真（Fig.2）を用いて
当時の水路網を明らかにできるか検討する。魚種名については、利根川・鬼怒川水系に生
息する魚類をリスト（Table 1）にしまとめた写真図鑑（Fig.3 Fig.4）を用いることで地方
名と分類学的な種の対応関係を明らかにできるか検討する。さらに分布で明らかにした当
時の水路網別に、そこに生息していた魚類相が明らかにできるか検討することとした。 
 
 
 
2.2 プレ調査 
聞き取り調査の課題を確認するため、対象組織の一つであるアグリネット西下ヶ橋を対
象にプレ調査を実施した。 この調査により、上記課題への対応が可能か、あるいは他の
課題が生じるか、などにつき検討し、本調査の手法を検討することとした。 
 プレ調査の手順としては、初めに、昭和 30 年代頃の空中写真を用い、対象者より当時の
集落内の水路網を特定する。次に、当時集落内にいた魚の名前を全て聞く。次に写真図鑑
を見せ、捕まえたことがある、見たことがある魚について、どこに、どれくらい、いたの
かについて聞き取りを行う。 
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Fig.2  聞き取り調査に用いる昭和 30 年代の空中写真（下ヶ橋町） 
撮影日 昭和 36 年 9 月 1 日 国土地理院 空中写真 
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写真図鑑を作成するにあたり、利根川・鬼怒川水系における魚類 43 種のうち 38 種をリ
ストアップした（とちぎの魚類 2001）。ただし選定方法として以下の条件で選定した。 
 
※追加した種 
・とちぎの魚類 2001 以前に生息していたとされるもの 
アカヒレタビラ、ゼニタナゴ、タナゴ、ミヤコタナゴ、ヤリタナゴ、  
※除外したもの 
・湖沼のみで発見されたもの 
イトヨ、カワマス、ニジマス、ヒメマス、ブラウントラウト、ホンマス、レイクトラウ
ト 
・1975 年以降に移入されたもの 
 オオクチバス、コクチバス、ハス、スゴモロコ、ハス 
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和　名 学　名
 アユ Plecoglossus altivelis altivelistus
 ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius
 ヤマメ Oncorhynchus masou masou
 サケ Oncorhynchus keta
 ウグイ Tribolodon hakonensis
 カワムツ Nipponocypris temminckii
 オイカワ Zacco platypus
 アブラハヤ Phynchocypris lagowskii
 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus
 モツゴ Pseudorasbora parva
 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus
 ニゴイ Hemibarbus barbus
 コイ Cyprinus carpio
 キンブナ Carassius auratus subsp.2
 ギンブナ Carassius auratus langsdorfii
 ヤリタナナゴ Tanakia lanceolata
 ミヤコタナゴ Tanakia tanago
 タイリクバラタナゴRhodeus ocellatus ocellatus
 タナゴ Acheilognathus melanogaster
 アカヒレタビラ Acheilognathus tabira erythropterus
 アカヒレタビラ Acheilognathus tabira erythropterus
 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
 ホトケドジョウ Lefua echigonia
 シマドジョウ Cobitis biwae
 ギバチ Pseudobagrus tokiensis
 ナマズ Silurus asotus
 ジュズカケハゼ Gymnogobius castaneus
 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia
 オオヨシノボリ Rhinogobius  sp.LD
 シマヨシノボリ Rhinogobius sp.CB
 トウヨシノボリ Rhinogobius  sp.OR
 カジカ Cottus pollux
 スナヤツメ Lethenteron reissneri
 ウナギ Anguilla japonica
 メダカ Oryzias latipes
 カムルチー Chsnna argus
 ソウギョ Ctenopharyngodon idellus
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）学名については、とちぎの魚図鑑（2010）を参照 
 
Table 1 聞き取り調査に用いる利根川・鬼怒川水系の魚類 
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Fig.3 聞き取り調査に用いる写真図鑑の表面（画像はとちぎの魚図鑑より） 
Fig.4 聞き取り調査に用いる写真図鑑の裏面 
（情報はとちぎの魚図鑑より引用） 
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2.2 プレ調査結果 
 空中写真を用いたことで、当時の集落内の水路網（河川、幹線水路以下水路）が明らか
になることが分かったが（Fig.5）、田んぼに直結するような小水路については特定すること
ができなかった。写真図鑑を用いたことで、１亜科、１属、19 種の魚類を確認することが
できた（Table 2）。基本的には分類学的な種として、聞き取りが可能であったが、一部では
分類学的な種では識別できなそうだということがわかった（亜科はタナゴ、属はフナ）。空
中写真と写真図鑑を組み合わせることで、当時の魚類の分布（水路レベル）明らかになり
そうであるということが分かった。生息量に関しては、すべての種で、昭和 30 年代頃の方
が現在とより多いという回答が得られ、特に水田まわりの魚類の減少が大きいと事であっ
た。なお、対象者の年齢等の違いにより得られる情報に違いが見られる可能性があること
もプレ調査から明らかとなった。 
 調査の手順としては、初めに、昭和 30 年代頃の空中写真を用い、対象者より当時の集落
内の水路網を特定する。次に、当時集落内にいた魚の名前を全て聞く。次に写真図鑑を見
せ、捕まえたことがある、見たことがある魚について、どこにどれくらいいたのについて
聞き取りを行う。 
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Fig.5 プレ調査で明らかになった下ヶ橋集落の水路網 
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2.4 調査方法の検討 
 プレ調査の結果を踏まえ、空中写真と写真図鑑に加え、調査情報の精度を高めるため、
聞き取りを個人毎に行うこととし、個人属性調査票（Fig.6）と個別調査票(Fig.7)を作成し
用いた。さらに、生息量の問題に関しては、鷲谷ら（2010）は、生息量の増減についての
聞き取りも可能であると指摘している。こうした情報は、今後の水田生態系の再生におい
て、再生対象となる魚種を検討するうえでも重要な情報となることから、新たな聞き取り
項目として追加することとした。出現種毎の増減を明らかとするために、個別調査表に種
毎の増減を聞き取る項目を設けた。個別調査表には、魚種別に出現地点と地点別の増減、
を質問項目として記した。増減の情報については、当時の絶対量の把握は困難なため現在
と比較した増減の倍率を回答することとする。個人属性調査票には、氏名、年齢、魚とり
を開始した年代を記入していただく。方法は集合調査法（自記式）で行うこととする。 
 調査の手順としては、初めに、プレ調査同様、空中写真を用い、当時の集落内の水路網
を特定するし、当時集落内にいた魚の名前を全て聞く。次に、特定した水路のうち、特に
魚とりをした水路を個別調査票の出現地点の欄に記入する。次に写真図鑑を見せ、捕まえ
たことがある、見たことがある魚のみ記入し、生息していた地点別に増減（現在と比較し
た倍率）を記入する。最後に個人属性調査票を記入する。 
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水田
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多　 中 　少
・1/2以下
・1/2
・同じ
・2倍
・2倍以上3倍未満
・約　　倍
・いない
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川干し（クミッケ）、ﾄﾞｼﾞｮｳｶｯﾊﾟｷﾞ
投網、すくい網、四手網、
アグリ、火ぶり、石ぶち
その他（　　　　　　　　　　　　　）
・販売（・庭先　・市場）
　
・自家消費
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その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・利用しなかった（　　　　　　　　　  ）
備考
(いつまでいた等)
魚種名（標準和名） 地域の名前 漁法 利用法
生息場所と生息量（いまと比べて）
 
 
 
名前  
ふりがな 
住所 〒（     －     ） 
魚とりをした開始した年代 
年齢 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.7 個別調査票 
Fig.6 個人属性調査票 
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第 3 章 聞き取り調査の結果及び考察 
3.1 各組織で明らかになった水路網と出現魚類 
各組織で明らかになった水路網（環境要因を含む）と出現魚類を以下に示す。（調査日順） 
※出現魚類の和名、学名については、とちぎの魚図鑑（2010）,下野新聞社を参照 
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ながみねクリーンエコ倶楽部（調査日 2015.11.24） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御用川 用水路 
底質 砂 砂 
川幅（m） 6 1.5 
岸 土羽 土羽 
冬水 有 有 
水源 西鬼怒川 御用川 
 
Fig.8 ながみクリーンエコ倶楽部の昭和 30 年代頃集落内の水路網 
 
Table 3 ながみクリーンエコ倶楽部の昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境要因 
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ＳＫ農村環境保全会（調査日 2015.11.27） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  鬼怒川 西鬼怒川 新川 沼 
底質 砂利 砂利 砂利、泥 泥 
川幅（m） 50 20～30 3～４ 1000 ㎡ 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 
水源 本流 鬼怒川 西鬼怒川 新川 
Fig.9 ＳＫ農村環境保全の昭和 30 年代頃の集落内の水路網 
 
Table 5 ＳＫ農村環境保全の昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境要因 
 
18 
 
T
a
b
le
 6
 
Ｓ
Ｋ
農
村
環
境
保
全
会
の
昭
和
3
0
年
代
頃
の
集
落
内
の
出
現
魚
類
 
 
注
）
空
欄
は
生
息
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
 
和
　
名
学
　
名
地
 方
 名
鬼
怒
川
西
鬼
怒
川
新
川
用
水
路
沼
水
田
 ア
ユ
P
le
co
g
lo
ss
u
s 
a
lt
iv
e
li
s 
a
lt
iv
e
li
st
u
s
 ア
ユ
○
○
○
 ヤ
マ
メ
O
n
co
rh
y
n
ch
u
s 
m
a
so
u
 m
a
so
u
 ヤ
モ
○
○
○
 サ
ケ
O
n
co
rh
y
n
ch
u
s 
k
e
ta
 シ
ャ
ケ
ン
ボ
○
○
 ウ
グ
イ
T
ri
b
o
lo
d
o
n
 h
a
k
o
n
e
n
si
s
 ザ
コ
、
ア
イ
ソ
○
○
○
○
○
○
 オ
イ
カ
ワ
Z
a
cc
o
 p
la
ty
p
u
s
 ガ
ン
ガ
ラ
○
○
○
○
○
 ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
P
h
y
n
ch
o
cy
p
ri
s 
la
g
o
w
sk
ii
 ア
ブ
ラ
ザ
コ
○
○
○
○
○
 モ
ツ
ゴ
P
se
u
d
o
ra
sb
o
ra
 p
a
rv
a
 ク
チ
ボ
ソ
○
○
○
○
○
 カ
マ
ツ
カ
P
se
u
d
o
g
o
b
io
 e
so
ci
n
u
s 
e
so
ci
n
u
s
 バ
カ
ゾ
ウ
○
○
○
 ニ
ゴ
イ
H
e
m
ib
a
rb
u
s 
b
a
rb
u
s
 サ
イ
、
サ
イ
ン
ボ
○
○
○
 コ
イ
C
y
p
ri
n
u
s 
ca
rp
io
 コ
イ
○
○
○
○
○
○
 フ
ナ
属
C
a
ra
ss
iu
s 
sp
.
 フ
ナ
○
○
○
○
○
○
 タ
ナ
ゴ
亜
科
A
ch
e
il
o
g
n
a
th
in
a
e
 タ
ナ
ゴ
○
 ド
ジ
ョ
ウ
M
is
g
u
rn
u
s 
a
n
g
u
il
li
ca
u
d
a
tu
s
 ド
ジ
ョ
ウ
○
○
○
○
○
○
 ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
L
e
fu
a
 e
ch
ig
o
n
ia
 バ
バ
ス
コ
○
○
○
○
○
○
 シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
C
o
b
it
is
 b
iw
a
e
 ス
ナ
サ
ビ
○
○
○
○
○
 ギ
バ
チ
P
se
u
d
o
b
a
g
ru
s 
to
k
ie
n
si
s
 ギ
ン
ギ
ョ
○
○
○
○
○
○
 ナ
マ
ズ
S
il
u
ru
s 
a
so
tu
s
 ナ
マ
ズ
(サ
ン
ザ
イ
ナ
マ
ズ
）
○
○
○
○
○
○
 ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
G
y
m
n
o
g
o
b
iu
s 
ca
st
a
n
e
u
s
 バ
バ
ス
コ
○
○
○
○
○
 カ
ジ
カ
C
o
tt
u
s 
p
o
ll
u
x
 カ
ジ
ッ
カ
○
○
○
○
○
 ス
ナ
ヤ
ツ
メ
L
e
th
e
n
te
ro
n
 r
e
is
sn
e
ri
 ヤ
ツ
メ
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
○
○
○
○
○
 ウ
ナ
ギ
A
n
g
u
il
la
 j
a
p
o
n
ic
a
 ウ
ナ
ギ
○
○
○
○
○
○
 メ
ダ
カ
O
ry
zi
a
s 
la
ti
p
e
s
 メ
ダ
カ
（
ザ
コ
）
○
○
○
○
○
○
 カ
ム
ル
チ
ー
C
h
sn
n
a
 a
rg
u
s
 ラ
イ
ギ
ョ
○
○
○
○
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
19 
 
下田原南部地域資源保全隊（調査日 2015.12.01） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  山田川 古川 大柳用水 山根用水 
底質 泥 砂利 泥 泥 
川幅（m） 10 7～8 3 5 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 
水源 沢水 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 
Fig.10 下田原南部地域資源保全隊の昭和 30 年代頃の集落内の水路網 
 
Table 7 下田原南部地域資源保全隊の昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境
要因 
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下田原エコ・ワークシェアーズ（調査日 2015.12.02） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  山田川 目掘川 大柳用水 幹線掘 一本掘 
底質 砂利 泥 泥 赤土 赤土、泥 
川幅（m） 10 5 1 1 3 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 
水源 沢水 沢水 湧水 湧水 山田川 
Fig.11 下田原エコ・ワークシェアーズの昭和 30 年代頃の集落内の水路網 
 
Table 9 下田原エコ・ワークシェアーズの昭和 30年代頃の集落内の水路の環境要因 
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ふるた遊楽環境保全会（調査日 2015.12.04） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御用川 古川 屋敷堀 高石堀 
底質 砂利 砂、泥 砂、泥 泥 
川幅（m） 6 3 1.5 1.5 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 無（一部） 
水源 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 
Fig.12 ふるた遊楽環境保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 11 ふるた遊楽環境保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路の環境要因 
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上田原東組環境保全会（調査日 2015.12.07） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  山田川 前川 ズイ道 山堀 
底質 土 砂 土 砂 
川幅（m） 10 1.5 1.5 1 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 無 無 
水源 沢水 湧水 山田川 湧水 
Fig.13 上田原東組環境保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 13 上田原東組環境保全会の昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境要
因 
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相野沢かしらなし保全会（調査日 2015.12.11） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  西川 前川 セド川 深堀 カシラナシ 沼 
底質 土、砂利 土、砂利 土、砂利 土、砂利 砂利 泥 
川幅（m） 4 4 2 3～4 5 15 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 有 
水源 西鬼怒川 湧水 湧水 西鬼怒川 湧水 湧水 
Fig.14 相野沢かしらなし保全会の昭和 30 年代頃の集落内の水路網 
 
Table 15 相野沢かしらなし保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路の環境要因 
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申内みどりの古里保存会（調査日 2015.12.14） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  内川 よし川 十日堀 かしらなし 根川 
底質 泥、砂利 泥 泥 砂 泥 
川幅（m） 7 3 2 2～5 7 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 
水源 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 湧水 西鬼怒川 
Fig.15 申内みどりの古里保存会の昭和 30 年代頃の集落内の水路網 
 
Table 17 申内みどりの古里保存会の昭和 30 年代頃の集落内の水路 
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上田環境サポート（調査日 2015.12.15） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  御用川 浸透水 内堀 街道川 古川 
底質 ローム コンクリ 砂礫 砂礫 黒ボク 
川幅（m） 5 2 2 2.5 3 
岸 土羽 コンクリ 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 
水源 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 
Fig.16 上田環境サポートの昭和 30 年代頃の集落内の水路網 
 
Table 19 上田環境サポートの昭和 30 年代頃の集落内の水路 
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山田川源流の里保全会（調査日 2015.12.18） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  山田川 吹上 学校前 前川 石那田 
底質 泥 石、砂利 泥、砂利 砂、砂利 石（上）、砂利（下） 
川幅（m） 3 1 1 5 1 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 
水源 沢水 沢水 沢水 沢水 沢水 
 
Fig.17 山田川源流の里保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 21 山田川源流の里保全会の昭和 30 年代頃の集落内の水路と環境要
因 
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和久自然環境保存会（調査日 2015.12.21） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  根川 内川 沢田堀 清水 二段堀 車堀 
底質 砂、砂利 砂、砂利 泥 泥 砂 砂 
川幅（m） 4 4 2 2 2 1 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 有 
水源 谷川 谷川 谷川 湧水 湧水 谷川 
Fig.18 和久自然環境保存会の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 23 和久自然環境保存会の昭和 30年代頃の集落内の水路と環境要因 
 
36 
 
和
　
名
学
　
名
地
 方
 名
根
川
内
川
沢
田
堀
清
水
二
段
堀
車
堀
水
田
 ア
ユ
P
le
co
g
lo
ss
u
s 
a
lt
iv
e
li
s 
a
lt
iv
e
li
st
u
s
 ア
ユ
○
 ヤ
マ
メ
O
n
co
rh
y
n
ch
u
s 
m
a
so
u
 m
a
so
u
 ヤ
モ
○
○
○
○
 ウ
グ
イ
T
ri
b
o
lo
d
o
n
 h
a
k
o
n
e
n
si
s
 ザ
コ
○
○
○
○
○
○
 オ
イ
カ
ワ
Z
a
cc
o
 p
la
ty
p
u
s
 ガ
ン
ガ
ラ
○
○
○
 ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
P
h
y
n
ch
o
cy
p
ri
s 
la
g
o
w
sk
ii
 ア
ブ
ラ
ザ
コ
○
○
○
○
 タ
モ
ロ
コ
G
n
a
th
o
p
o
g
o
n
 e
lo
n
g
a
tu
s 
e
lo
n
g
a
tu
s
 タ
モ
ロ
コ
○
 モ
ツ
ゴ
P
se
u
d
o
ra
sb
o
ra
 p
a
rv
a
 モ
ツ
ゴ
○
○
 コ
イ
C
y
p
ri
n
u
s 
ca
rp
io
 コ
イ
○
○
○
 フ
ナ
属
C
a
ra
ss
iu
s 
sp
.
 フ
ナ
○
○
○
○
○
○
 タ
ナ
ゴ
亜
科
A
ch
e
il
o
g
n
a
th
in
a
e
 タ
ナ
ゴ
、
ギ
ン
ブ
ナ
○
○
○
○
○
 ド
ジ
ョ
ウ
M
is
g
u
rn
u
s 
a
n
g
u
il
li
ca
u
d
a
tu
s
 ド
ジ
ョ
ウ
○
○
○
○
○
○
○
 ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
L
e
fu
a
 e
ch
ig
o
n
ia
 バ
バ
ス
コ
○
○
○
○
○
○
○
 シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
C
o
b
it
is
 b
iw
a
e
 ス
ナ
サ
ビ
○
○
○
○
○
○
○
 ギ
バ
チ
P
se
u
d
o
b
a
g
ru
s 
to
k
ie
n
si
s
 ギ
ン
ギ
ョ
○
○
○
○
○
○
 ナ
マ
ズ
S
il
u
ru
s 
a
so
tu
s
 ナ
マ
ズ
○
○
○
○
○
○
○
 カ
ジ
カ
C
o
tt
u
s 
p
o
ll
u
x
 カ
ジ
ッ
カ
○
○
○
○
 ス
ナ
ヤ
ツ
メ
L
e
th
e
n
te
ro
n
 r
e
is
sn
e
ri
 ヤ
ツ
メ
、
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
○
○
○
○
○
 ウ
ナ
ギ
A
n
g
u
il
la
 j
a
p
o
n
ic
a
 ウ
ナ
ギ
○
○
○
○
○
○
注
）
空
欄
は
生
息
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T
a
b
le
 2
4
 
和
久
自
然
環
境
保
存
会
の
昭
和
3
0
年
代
頃
の
集
落
内
の
出
現
魚
類
 
 
37 
 
白沢保全隊（調査日 2015.12.21） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  九郷半 谷川 内川 沢田 
底質 砂利 砂利 土 土 
川幅（m） 5 5 5 1 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 
水源 西鬼怒川 湧水 湧水 湧水 
Fig.19 白沢保全隊の昭和30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 25 白沢保全隊の昭和 30年代頃の集落内の水路と環境要因 
 
38 
 
注
）
空
欄
は
生
息
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
 
和
　
名
学
　
名
地
 方
 名
九
郷
半
谷
川
内
川
沢
田
水
田
 ア
ユ
P
le
co
g
lo
ss
u
s 
a
lt
iv
e
li
s 
a
lt
iv
e
li
st
u
s
 ア
ユ
○
 ヤ
マ
メ
O
n
co
rh
y
n
ch
u
s 
m
a
so
u
 m
a
so
u
 ヤ
モ
○
○
 ウ
グ
イ
T
ri
b
o
lo
d
o
n
 h
a
k
o
n
e
n
si
s
 ザ
コ
、
ア
イ
ソ
○
○
○
 オ
イ
カ
ワ
Z
a
cc
o
 p
la
ty
p
u
s
 ガ
ン
ガ
ラ
○
○
○
 ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
P
h
y
n
ch
o
cy
p
ri
s 
la
g
o
w
sk
ii
 ア
ブ
ラ
ザ
コ
○
○
○
 コ
イ
C
y
p
ri
n
u
s 
ca
rp
io
 コ
イ
○
○
○
 フ
ナ
属
C
a
ra
ss
iu
s 
sp
.
 フ
ナ
○
○
○
○
 タ
ナ
ゴ
亜
科
A
ch
e
il
o
g
n
a
th
in
a
e
 タ
ナ
ゴ
○
○
 ド
ジ
ョ
ウ
M
is
g
u
rn
u
s 
a
n
g
u
il
li
ca
u
d
a
tu
s
 ド
ジ
ョ
ウ
○
○
○
○
 ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
L
e
fu
a
 e
ch
ig
o
n
ia
 バ
バ
ス
コ
○
○
○
○
○
 シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
C
o
b
it
is
 b
iw
a
e
 ス
ナ
サ
ビ
○
○
○
○
○
 ギ
バ
チ
P
se
u
d
o
b
a
g
ru
s 
to
k
ie
n
si
s
 ギ
ン
ギ
ョ
○
○
○
○
 ナ
マ
ズ
S
il
u
ru
s 
a
so
tu
s
 ナ
マ
ズ
○
○
○
○
 カ
ジ
カ
C
o
tt
u
s 
p
o
ll
u
x
 カ
ジ
ッ
カ
○
○
○
○
 ス
ナ
ヤ
ツ
メ
L
e
th
e
n
te
ro
n
 r
e
is
sn
e
ri
 ヤ
ツ
メ
○
○
○
○
 ウ
ナ
ギ
A
n
g
u
il
la
 j
a
p
o
n
ic
a
 ウ
ナ
ギ
○
○
○
○
○
 メ
ダ
カ
O
ry
zi
a
s 
la
ti
p
e
s
 メ
ダ
カ
○
○
○
 カ
ム
ル
チ
ー
C
h
sn
n
a
 a
rg
u
s
 ラ
イ
ギ
ョ
○
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
T
a
b
le
 2
6
 
白
沢
保
全
隊
の
昭
和
3
0
年
代
頃
の
集
落
内
の
出
現
魚
類
 
 
39 
 
宝井クリーン保全隊（調査日 2015.12.21） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  古川 西川 オクマン堀 幹線堀 深堀 ママジダ 
底質 泥 砂利 砂 泥 泥 砂利 
川幅（m） 4 2～3 3 2 1 2 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 有 
水源 西鬼怒川 湧水 湧水 湧水 湧水 湧水 
Fig.20 宝井クリーン保全隊の昭和30年代頃の集落内
の水路網 
 Table 27 宝井クリーン保全隊の昭和 30年代頃の集落内の水路の環境要因 
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逆面エコ・アグリの里（調査日 2015.12.22） 
 
 
 
 
  山田川 前川 アラジ川 古用水 
底質 礫 泥 砂利 土 
川幅（m） 7～８ 5～6 1.5 1 
岸 土羽（竹） 土羽（竹） 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有（時々無） 
水源 沢水 沢水 山田川 西鬼怒川 
Fig.21 逆面エコ・アグリの里の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 29 逆面エコ・アグリの里の昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境要因 
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グリーンコミュニティあしぬま（調査日 2016.01.15） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  西鬼怒川 御用川 谷川 御堀 沼 
底質 砂、石 砂利 砂 泥 泥 
川幅（m） 20 10 2 5 500 ㎡ 
岸 土羽 土羽 玉石積 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 
水源 鬼怒川 西鬼怒川 湧水 御用川 湧水 
Fig.22 グリーンコミュニティあしぬまの昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 31 グリーンコミュニティあしぬまの昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境要因 
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アグリネット西下ヶ橋（調査日 2016.01.15） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  西鬼怒川 谷川 九郷半用水 西下ヶ橋用水 大宮堀 ミノサ堀 
底質 砂、礫、石 泥 砂、礫、石 泥 泥 泥 
川幅（m） 15 5 7 6 3 2 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 有 
水源 鬼怒川 湧水 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 
Fig.23 アグリネット西下ヶ橋の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 33 アグリネット西下ヶ橋の昭和 30 年代頃の集落内の水路の環境要因 
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東芦沼環境保全会（調査日 2016.01.22） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  鬼怒川 西鬼怒川 根川 叶川 下堀 大堀 
底質 砂利 砂利、泥 砂利 砂利 砂利 砂利 
川幅（m）   20 5 3 4 3 
岸 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 土羽 
冬水 有 有 有 有 有 有 
水源 本流 鬼怒川 西鬼怒川 西鬼怒川 鬼怒川 西鬼怒川 
Fig.24 東芦沼環境保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路網 
 
Table 35 東芦沼環境保全会の昭和 30年代頃の集落内の水路の環境要因 
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3.2 対象者の属性  
対象 17 組織、101 名に聞き取りを行った。そのうち、18 人は昭和 30 年代頃はその集落
に住んでいなかったため 83 人を対象とした。年齢別では、80 歳以上：11 人、70 歳代：39
人、60 歳代：29 人、50 歳代：4 人であった。魚とり開始時の年代別（昭和）は 10 年代：
10 人、20 年代：26 人、30 年代：43 人、40 年代以降：4 人であった。ここで、魚とり開始
年代が昭和 40 年代以降の対象者については、今回の対象年代の昭和 30 年代でないため、
解析に用いるデータからは省いた。 
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Fig.25 年齢別の人数 
Fig.26 魚とり開始年別の人数 
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3.3 調査手法の妥当性の確認 
3.3.1 写真図鑑使用による聞き取り種数の変化 
聞き取り調査の初めの段階で当時集落にいた魚について写真図鑑を見せない状態で聞い
た。その後写真図鑑を使用し、その魚の和名と地方名を言う場合で聞き取りを 10組織を対
象に行った。以上より写真図鑑の使用の有無により回答される種数に差があるかについて
ｔ検定を行った。その結果、図鑑を用いない場合は平均で 11.9 種、用いた場合は 16.9 種
となり、図鑑を用いた方が有意に多く確認された（t検定 p<0.01）。 
ただし事前に組織内で図鑑等を用意してきた組織については、解析のデータとしては用
いなかった。 
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 図鑑なし（種） 図鑑あり（種） 
下田原エコ 14 16 
ふるた 8 18 
上田原東組環境保全会 9 14 
相野沢かしらなし保全会 11 13 
申内みどりの古里保存会 17 20 
上田環境サポート 14 16 
和久自然環境保存会 14 18 
白沢保全隊 6 18 
宝井クリーン保全隊 14 19 
グリーンコミュニティあしぬま 12 17 
全平均 11.9 16.9 
 
 
 
 
t-検定: 一対の標本による平均の検定ツール 
   
  図鑑なし 図鑑あり 
平均 11.9 16.9 
分散 11.43333 4.766667 
観測数 10 10 
ピアソン相関 0.299514 
 
仮説平均との差異 0 
 
自由度 9 
 
t  -4.60721 
 
P(T<=t) 片側 0.000639 
 
t 境界値 片側 1.833113 
 
P(T<=t) 両側 0.001277 
 
t 境界値 両側 2.262157   
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Fig.27 写真図鑑の使用有無による出現種数の変化 
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3.3.2 調査対象者数と出現種数の関係 
調査対象者数と出現種数との間に有意な相関関係は見られなかった（Pearson の相関関係
p<0.05）。一方、組織毎の出現種数のうち、各者の記録した出現種数の割合をみると、60％
未満：7 人、60％台：4 人、70％台：9 人、80％台：21 人、90％以上：42 人（うち 18 人
が 100％）であった。以上から対象者の半数が 90％以上と高い水準で集落内の魚類相を把
握していることが分かった。以上から出現種数と人数に関係はなく、詳しい方を対象に聞
き取りを行うことが大切である。 
 
 
 
組織名 人数 種数 
Sk 農村環境保全会 5 21 
アグリネット西下ヶ橋 5 19 
グリーンコミュニティあしぬま 4 17 
ながみねクリーンエコ倶楽部 5 18 
ふるた遊楽環境保全会 5 18 
下田原エコ・ワークシェアーズ 7 16 
下田原南部地域保全隊 6 17 
山田川源流の里保全会 6 15 
上田環境サポート 6 16 
上田原東組環境保全会 3 14 
申内みどりの古里保存会 5 20 
相野沢かしらなし保全会 5 13 
東芦沼環境保全会 6 20 
白沢保全隊 5 18 
宝井クリーン保全隊 6 19 
和久自然環境保存会 3 18 
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Fig.28  出現数に対する回答率別の人数 
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3. 4 各水域における魚類相 
3.4.1 確認された水路と出現種 
対象 17 組織、山田川水系 31 地点、鬼怒川水系 30 地点、湧水 14 地点、水田 17 地点（全
92 地点）において、1 亜科、2 属、23 種（うちタナゴは亜科、フナ、ヨシノボリは属）を
確認した（Table 37）。これらの基礎データは、生態系の保全・再生の際の情報として期待
される。 
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3.4.2 生息場所別にみた魚類の類型化 
 質的変数を用いたカテゴリー分析であるコレスポンデンス分析より、各組織における確
認地点毎の出現魚種の有無データ（0or1）を用いて分析を行った結果（Fig.29）、生息環境
が近い傾向を持つ魚種について類型化され、Ⅰ：水田型（ドジョウ、フナ属、ナマズ）、Ⅱ：
水田周辺型（ホトケドジョウ、ウナギ、シマドジョウ、コイ）、Ⅲ：小水路型（ウグイ、ス
ナヤツメ、アブラハヤ）、Ⅳ：幹線水路型（ギバチ、オイカワ、カジカ）、Ⅴ：河川型（ヤ
マメ）に分類された(Fig.30)。こうした類型は魚類の生態とも合致しており、聞き取り調査
の妥当性が示唆される。 
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Fig.29  コレスポンデンス分析の結果 
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Fig.30  コレスポンデンス分析の結果（グルーピング） 
 
 
 
※出現回数の総計 20 種未満のものは解析のデータとして用いなかった（サケ、タモロコ、
モツゴ、カマツカ、ニゴイ、ヨシノボリ属、 ジュズカケハゼ、サクラマス、カムルチー）。 
※メダカ、タナゴ亜科に関しては、対象者が複数種と認識している場合が多く、類型化す
ることができなかった。 
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3.4.3 生息数の増減 
 個人調査票より、出現種毎に現在との生息量を比較した情報について、出現類型毎に増
減の倍率の平均値を算出した。当時の生息数の絶対量は不明であるが、すべての魚種で昭
和 30 年代の方が現在より多いと回答され、水田水域に生息する魚種が減少していることが
明らかになった。特に類型Ⅰの減少が顕著であり、その保全・再生が望まれる。 
 
 
 
Ⅰ：水田型（ドジョウ、フナ属、ナマズ） 
Ⅱ：水田周辺型（ホトケドジョウ、ウナギ、シマドジョウ、コイ） 
Ⅲ：小水路型（ウグイ、スナヤツメ、アブラハヤ） 
Ⅳ：幹線水路型（ギバチ、オイカワ、カジカ） 
Ⅴ：河川型（ヤマメ） 
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第四章 総括 
4.1 まとめ 
本研究のまとめを以下に箇条書きで示す。 
・聞取調査を用いた過去の魚類相の調査手法が検討された 
・検討された手法を用い当時の生息魚類とその分布が明らかとなった 
・当時の生息魚種を生息地別に類型化することができた 
・水田周辺の魚類の著しい減少がみられ、その保全が望まれる 
 
 
 
 
4.2 今後の予定 
 生息数の減少の程度についての情報の正確さを調べるために、水産統計等を用い各魚種
の増減情報の妥当性を確認する必要がある。また現在の水域での魚類採捕調査が必要であ
る。 
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